
議
員
提
出
第
三
十
三
号
議
案

フ
ェ
リ
ー
航
路
に
対
す
る
支
援
を
求
め
る
意
見
書

大
分
県
を
は
じ
め
と
し
て
九
州
と
他
の
地
域
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
航
路
が
就
航
し
て
い
る
地
域
は
、
大
消
費

地
・
大
生
産
地
か
ら
遠
距
離
に
あ
る
こ
と
や
海
上
輸
送
が
陸
上
輸
送
よ
り
も
最
短
ル
ー
ト
で
あ
る
な
ど
の
地

理
的
な
条
件
下
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
フ
ェ
リ
ー
航
路
へ
の
物
流
面
で
の
依
存
度
が
高
く
、
フ
ェ
リ

ー
航
路
は
地
域
の
産
業
活
動
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

大
規
模
災
害
時
な
ど
に
お
け
る
避
難
住
民
、
救
援
物
資
等
の
代
替
輸
送
機
関
と
し
て
の
機
能
も
期
待
さ
れ

る
。し

か
し
な
が
ら
近
年
は
、
燃
料
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
運
航
コ
ス
ト
の
上
昇
、
景
気
の
低
迷
に
よ
る
輸
送

需
要
の
減
少
等
に
よ
り
、
フ
ェ
リ
ー
航
路
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
急
速
に
悪
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
高
速
道
路
料
金
の
値
下
げ
等
に
よ
り
、
移
動
手
段
間
の
競
争
条
件
が
変
化

し
た
こ
と
で
、
フ
ェ
リ
ー
航
路
事
業
者
の
経
営
状
況
は
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
本
年
六

月
二
十
八
日
以
降
は
、
高
速
道
路
の
一
部
無
料
化
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
う
え
、
国
土
交
通
省
が
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の

有
無
・
曜
日
を
問
わ
な
い
車
種
別
の
上
限
料
金
制
の
導
入
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
フ
ェ
リ
ー
航
路

が
一
層
苦
境
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
地
域
住
民
や
地
域
の
産
業
振
興
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
フ

ェ
リ
ー
航
路
に
対
す
る
支
援
措
置
と
し
て
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一

競
合
す
る
移
動
手
段
に
対
す
る
競
争
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
、
価
格
競
争

力
を
維
持
で
き
る
公
的
助
成
制
度
の
創
設
な
ど
の
経
営
基
盤
強
化
の
推
進
や
、
船
舶
の
燃
料
効
率
の
改

善
そ
の
他
の
運
航
コ
ス
ト
の
軽
減
施
策
を
拡
充
す
る
こ
と
。

二

バ
ス
事
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
が
講
じ
る
フ
ェ
リ
ー
の
発
着
港
か
ら
の
二
次
交
通
の
整
備
や
フ
ェ
リ
ー

を
利
用
す
る
観
光
需
要
喚
起
の
た
め
の
施
策
に
対
す
る
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
。

三

荷
主
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
等
が
連
携
・
協
働
し
て
環
境
負
荷
の
低
い
海
上
輸
送
へ
転
換
さ
せ
る
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
の
取
組
に
対
す
る
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
。

四

港
湾
管
理
者
及
び
漁
港
管
理
者
が
運
行
会
社
に
対
し
、
港
湾
・
漁
港
施
設
使
用
料
を
減
免
す
る
場
合
に

お
け
る
必
要
な
財
政
措
置
を
行
う
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
二
日
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